筆記課題　　解答及び解説

筆記課題　解答及び解説

　「木造住宅の構造計画と診断」に関する確認
解答

筆記課題　「木造住宅の構造計画と診断」

Ⅰ．構造関連法規（木造住宅）
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Ⅱ．計画（独立住宅）
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Ⅳ．木造住宅の耐震診断の手順（在来軸組構法の耐震簡易診断）
	1
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	5

	①
	③
	④
	③
	②


Ⅳ．木造住宅の耐震診断法（在来軸組構法の耐震精密診断）
	1
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	④
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Ⅵ．木造住宅の耐震診断と補強
	1
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	5

	③
	④
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解説

筆記課題　「木造住宅の構造計画と診断」

Ⅰ．構造関連法規（木造住宅）
	問1
	②　12㎝以上　or　布基礎

	問2
	①　厚さ3.0㎝　or　引張力

	問3
	①　2倍

	問4
	③　鉄筋表面

	問5
	②　層間変形角


Ⅱ．計画（独立住宅）
	問1
	①　10％倍程度

	問2
	③　バルコニーの先端から1.0ｍを超える部分は建築面積に算入される。（令2条1項2号）

	問3
	③　ノブ側

	問4
	①　摘要されない

	問5
	③　食寝分離


Ⅲ．
	問1
	

	問2
	

	問3
	

	問4
	

	問5
	


Ⅳ．木造住宅の耐震診断の手順（在来軸組構法の耐震簡易診断）

	問1
	①　異なる

	問2
	③

	問3
	④　筋かい耐力壁は90㎝以上、面材耐力壁は60㎝以上

	問4
	③　建物重量を軽く

	問5
	②　地盤から1ｍ以内


Ⅳ．木造住宅の耐震診断法（在来軸組構法の耐震精密診断）

	問1
	②

	問2
	②　剛心

	問3
	②　低減することはできない。

	問4
	④　「接合部低減係数」と「壁劣化低減係数」の小さい方の係数を使用

	問5
	②　保有する耐力の必要耐力に対する比


Ⅵ．木造住宅の耐震診断と補強

	問1
	③　補修・補強を行う必要があるため計画する必要がある

	問2
	④　10㎜以上

	問3
	③　養生を行う必要がある

	問4
	④　耐震補強はしやすい

	問5
	②　未乾燥材の場合、錆やゆるみなどが発生する場合がある

















